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重点目標   一人一人が輝く教育 ～期待登校・満足下校～  

    

小学校教育と中学校教育の違いは・・・「受験」  

 ５月１２日、１９日とありました参観懇談会へのご出席、

誠にありがとうございました。色々なご意見等をいただき、

これからの本校の教育活動の糧としてまいります。 

 さて、今回は、私見や一般論ですが、小学校と中学校の教

育の在り方の違いを考えてみました。日本国内の公立の小学

校と中学校の教育の大きな違いの要因は、「受験」、「進路指

導」があるか、ないかではないか思います。 

ご存じのとおり、小・中学校は義務教育です。小学校は、

中学校で困らないようにと、学力の育成に励みますが、中学

校受験を強く意識したものとは違います。 

一方、中学校は、入学した時から、教師たちは「１５才の春、 

生徒たちを泣かせるな！」の合言葉の気概を持って高校受験、進路指導を意識した教育を展開していきます。 

 そのことは、どのような教育になるかと言えば、小学校は、色々な学習活動を仕組む教育の傾向です。中

学校は、「合格を勝ち取る」と、受験突破を意識した教科書、ワークシート中心として、高校受験に向けた

学力を高める教育の傾向となるようです。 

本校の児童生徒もいつの日か、高校受験の時期を迎えます。「受験」は、子供たちの人生の大きな飛躍

点・転換点です。子供たちが困らぬようにしっかりと学力を高めることは、大命題です。   

小学部以外の教育の様子を紹介します。 

小学校教員出身ですので、どうしても「わかば」の掲載内容が、小学校寄りになっていると自己反省して

います。そこで、今回は、小学部以外の記事内容に特化してみました。まずは、幼稚部からです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートランド日本人学校だより 

２０１８．５．２６ 

第１８－０７号 

文責 校長 信國 寿敏 

日本文化、日本語を学ぶ幼稚部 

 幼児教育では、季節折々の伝統行事を通して、日本の文化に

触れる機会がありますが、本校は、「日本の言葉や文化への関

心を育て、話す、聞く態度や言葉に対する感覚を養う」を幼稚

部の目標の一つとして頑張っています。 

 例えば、写真のように、日本独特の数の数え方や日にちの言

い方を、園児がより理解しやすいように、５月のオリジナルカ

レンダーを使い、リズム歌やリズムを取りながら、学習してい

ます。当然ながら、すぐには獲得とまではいきませんが、何回

となく触れさせたり、遊びやゲームなどをしたりしながら、定

着を図っている幼稚部です。 

小学校教育へ向けた幼小連携教育の一端とも言えます。 
ついたち♬ ふつか♬、みっか♬ 

よっか♬・・・と、いいますよ。 

 

 

 

学習に励む中学部 

http://www.shokookai.org/


続いて、学習規律を重んじる中学部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、高等部は、どうでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

礼に始まり礼に終わる学習規律の基本、中学部 

 実に何気ない授業風景ですが、この写真の場面の前は、

「起立！今から・・」と、号令がかかり授業が始まりまし

た。そして生徒たちは、集中して授業に参加しています。 

 ノートがない、エンピツがない、教科書を出していない

など、学習する上での規律が乱れたのでは、学力どころの

話ではありません。しっかりとした学習規律が土台となっ

てこそ、授業は成立し、学力も増していきます。 

 誰もが前を向き、姿勢がいいことは、生徒の学習に向か

う心構えがよいあらわれです。 

   さすが、整理整頓が自主的にできる高等部 

 幼、小、中、高と学級訪問をすると、それぞれの学部が

教室整理に努めていることがよくわかります。高等部とも

なると、さすがに机上や机周りは、持参した物だけが置か

れ、不要なものはありません。（右側上下、2枚の写真） 

学ぶ環境づくりが、自主的に生徒自身でできています。 

このような自主的な生徒たちの姿は、家庭での教育や成

長と共に身についてきたこともありますが、これまでの教

師たちの指導のバトンタッチが行われ、現担任も指導を継

続していることも要因かと思います。 

 幼稚部では「うさぎ」や「ぞう」などのグループ別の整

理を、また、２年生は、3 クラス共にバッグや弁当、水筒

の置き方を共通指導しています。（下、横 3枚の写真） 

生活指導の実例です。 

 身の周りの整理整頓は、学ぶことができる学習環境づく

りでは、とても大事です。 

IT 機器の充実は大事 

 右の写真は、「確」の漢字の筆順が色分けされ、筆順が

プレゼンで出てくるようにしてあり、それに合わせて子供

たちが、指でなぞって学習しているところです。 

 週１回の本校では、いかに効率よく、且つ丁寧にしてい

くかは、重要なことです。パソコンやドキュメントカメラ

等が、各学級にあることは理想的です。今回、ドキュメン

トカメラやプロジェクターを増やし、授業で活用できるよ

うにと努めていますが、全クラスとは、まだいきません。 



 

 

井上ひさし 山形県出身 

 小説家、劇作家 

 1934～ 2010 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、中学部３年の「批評文」を紹介します。井上ひさし氏の 

「握手」を読み、それに対して批評を行う、国語科学習です。     

校長 信國 寿敏 

。 

目 標 や 目 も 標 や も さ す が に  

「
握
手
」
に
つ
い
て(

批
評
文) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ガ
ド
ロ
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愛
子 

「
握
手
」
は
、
ル
ロ
イ
修
道
士
と
い
う
天
使
園
の
元
園
長
だ
っ
た
カ
ナ
ダ
人

が
、
故
郷
へ
帰
る
為
、
か
つ
て
の
教
え
子
を
訪
ね
歩
い
て
い
る
時
の
話
だ
。 

こ
の
ル
ロ
イ
修
道
士
に
は
、
「
指
言
葉
」
と
い
う
癖
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
こ

ら
。
」
「
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
」
「
最
高
だ
。
」
「
わ
か
っ
た
。
」
「
お
ま
え
は
悪
い
子

だ
。
」
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
口
で
何
を
思
っ
て
い

る
か
を
そ
の
ま
ま
単
純
に
伝
え
る
よ
り
、
こ
の
指
言
葉
を
使
っ
て
表
現
す
る
こ
と

が
す
ご
く
う
ま
い
と
思
っ
た
。 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
に
深
く
関
わ
っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
指
言
葉
の
意
味
が
伝
わ
ら

な
い
の
で
、
ル
ロ
イ
修
道
士
と
「
わ
た
し
」
の
深
い
過
去
が
読
む
人
に
伝
わ
る
。

こ
の
井
上
ひ
さ
し
が
考
え
た
工
夫
は
、
言
葉
の
表
現
の
し
か
た
を
変
え
、
ル
ロ
イ

修
道
士
と
「
わ
た
し
」
と
の
関
係
を
小
さ
な
こ
と
で
大
き
く
描
く
、
す
ば
ら
し
い

も
の
だ
と
思
っ
た
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「
握
手
」
に
つ
い
て(

批
評
文) 
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井
上
ひ
さ
し
氏
の
作
品
、
「
握
手
」
で
は
色
々
な
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
最
も
良
い
表
現
だ
と
思
っ
た
の
は
題
名
に
も
な
っ
て
い
る
「
握
手
」
の
部

分
で
あ
る
。
ル
ロ
イ
修
道
士
と
「
私
」
が
初
め
て
会
っ
た
時
は
、
ル
ロ
イ
修
道
士

が
「
私
」
の
手
を
強
く
握
り
、
腕
を
勢
い
よ
く
上
下
さ
せ
た
。
こ
れ
に
は
孤
児
だ

っ
た
「
私
」
を
も
う
何
も
心
配
し
な
く
て
い
い
と
、
安
心
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い

が
こ
も
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
別
れ
の
「
握
手
」
の
場
面
で
は
、
逆
に
、
大
人
に
な
っ
て
成
長
し
た

「
私
」
が
、
悪
い
腫
瘍
の
巣
と
な
っ
て
い
た
ル
ロ
イ
修
道
士
の
手
を
握
り
、
恩
師

を
励
ま
す
思
い
と
、
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
を
込
め
て
握
手
を
し
た
。
こ
ん
な
沢

山
の
思
い
を
も
つ
「
握
手
」
の
動
作
の
一
文
だ
け
で
説
明
し
て
い
る
井
上
ひ
さ
し

氏
が
す
ご
い
と
思
っ
た
。 

まず、「感想文」と「批評文」は、どう違うかと言えば、 

○「感想文」は、まさに読み手が思ったこと、感じたこと、学んだことなどを文にした自分の

意見の表明です。 

◎「批評文」は、レベルがぐっと上がり、筆者の生き方、考え方、意図的な文章の有効性など

を、作品中の文や登場人物等の言動を根拠に論じ、筆者や読み手に理解してもらおうとする

能動的な文です。中学校教育では、批評するためには、人物の生き方や描かれ方、時代や社

会背景、語り手の思いや考え方、語句の用い方や表現のしかたなどの観点を定め、作品の特

徴、価値などを考えることが大切です。これらのことを踏まえて、お読みください。 

 さすがに、中学生の作品となると、コメントをするのも難しくなります。ここは素直

に感じたことを書くのが一番でしょう。 

二つの批評文を読むと、一方は「指言葉」の表現力に着眼し、もう一方は、題名その

ものの「握手」の動作の行為の意味するところに着眼しています。共通して言えること

は、表面的な動きだけでとらえずに、過去と現在の間の登場人物のつながりや出来事を

読み取り、観点を定めて、作者の工夫や文章力を批評している良さがあります。 

https://pixta.jp/illustration/38230663


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多くの保護者の皆様のご協力を得て、5月１９日時点で、２０箱 

ご寄付をいただき、概ね、各学級に一個ずつ配ることができます。 

ありがとうございました。 

ティッシュボックスは、消耗品ですので、また不足しだすかもし 

れません。そこで、しばらく寄附の期間を継続し、可能であれば、 

ご寄附いただければ、大変助かります。 

一度に数個ではなく、１個でもご寄附いただければ、学校も子供 

たちも大変有難いです。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

【寄附受付】○商工会事務所 ○学校の職員室前   

    

 

小学校国語教科書と中学校国語教科書の大きな違いの一つは、挿絵です。小学校は、基

本的に「起承転結」的に場面に即した大きな挿絵があり、児童が想像しやすいように構成

されています。一方、中学校は、少なくなり、「握手」ではシンプルな挿絵が３つです。 

つまり、読み手は、いかに文から映像を思い描けるかになり、筆者は読み手が映像を思

い描けるように、執筆の努力や工夫が必要となります。二人の批評文は、時間の経過や空

間をしっかりと映像化した上で、作品の特徴、価値に迫っているように思います。 
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私
は
、
こ
の
作
品
の
時
間
の
表
現
が
好
き
だ
。
先
生
の
老
い
の
様
子
が
力
の
強

さ
な
ど
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
も
、
も
ち
ろ
ん
好
き
だ
。
だ
が
、
私
は

先
生
と
再
会
し
た
時
と
一
周
忌
の
時
間
が
、
桜
の
木
に
よ
っ
て
上
手
に
表
現
さ
れ

て
い
る
所
が
一
番
好
き
だ
。 

先
生
と
「
私
」
が
再
開
し
た
頃
、
彼
ら
の
姿
の
背
景
に
は
、
「
桜
の
花
は
も
う
と

っ
く
に
散
っ
て
、
葉
桜
に
は
ま
だ
間
が
あ
っ
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一

周
忌
の
頃
、
修
道
士
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
「
葉
桜
が
終
わ
る
頃
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
葉
桜
が
咲
い
て
、
終
わ
る
頃
ま
で
に
は
、
短
く
て
二
カ
月
。
そ
の
死
ぬ
ま
で

の
短
い
期
間
、
き
っ
と
苦
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
子
供
の
た
め
に
歩
き
回
る
姿
か

ら
、
子
供
達
へ
の
愛
情
が
伝
わ
っ
た
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「
握
手
」
に
つ
い
て
（
批
評
文
） 
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日
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井
上
ひ
さ
し
さ
ん
が
描
い
た
作
品
、
「
握
手
」
に
は
、
読
者
を
引
き
付
け
る
表
現

が
い
く
つ
か
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
私
が
最
も
魅
了
さ
れ
た
の
は
、
作
者
の

言
葉
の
使
い
方
だ
。 

作
品
の
中
に
、
「
わ
た
し
」
が
無
断
で
天
使
園
を
抜
け
出
し
、
ル
ロ
イ
修
道
士
に

ぶ
た
れ
た
事
を
回
想
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
手
の
人
差
し
指
を
せ
わ
し

く
打
ち
つ
け
る
動
き
の
説
明
が
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
動
き
は
作
品
の
終
盤
に

も
う
一
度
で
て
く
る
。
ル
ロ
イ
修
道
士
が
重
病
の
身
で
旅
を
し
て
い
た
事
を
知
っ

た
「
わ
た
し
」
が
し
た
行
動
だ
。
私
は
、
作
者
の
「
せ
わ
し
く
」
と
い
う
言
葉
が

「
わ
た
し
」
の
悲
し
み
や
悔
し
さ
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
と
思
う
。 

さ
ら
に
、
「
知
ら
ぬ
ま
に
」
と
い
う
言
葉
は
「
わ
た
し
」
の
ル
ロ
イ
修
道
士
に
対

す
る
想
い
の
強
さ
が
あ
ふ
れ
で
る
表
現
だ
と
思
っ
た
。
作
者
の
使
う
一
つ
一
つ
の

言
葉
に
注
目
す
る
と
、
登
場
人
物
の
感
情
を
感
じ
取
れ
る
の
で
、
い
く
ら
読
ん
で

も
あ
き
な
い
作
品
だ
。 


